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:Tvriisfii(:na,tihnuSi.:lty_Ig;霊eotk:g;a.Ti?oITnTaKIURÂi,alne'lIt?,0.1ZlaI;xr;C,?:̂eLn':'S'tTafie.nS;CeOnだLu･?,uitaugraa_1

1'.1-ken).Recci､,cdJuly-18.i932.Boty7L-･Kagohu･17.73-821932.(with.F_nglisl.IreSlln-682).

14 輯製産の異もBHC'水和細 を撒布t,た作物に放ける BHC臭気の残存及び食味

について･不倉秀次*,尾崎等三郎*:(農林省中国四国戊菜試験場栽頭節2m)27･T･18受刑 '

1.1序 /冒
■

nIICは広範田の主宰虫に対してJrt放した枚81-JJがあ

ろが.,これを作物の準取に撒布したt),̀これを況ぜた

こIjlliに作物を栽増すると,yJf弘 光実.1･実.及び択

yJf等の利用部分に TmC の栂有な鼻気が或るばかり

でなく,これら利用部分がもつ本来の煎りを失い,食

味を告するあで,をの位速はかなり棚 勺されている｡

然しながら IIHC-の殺虫成分の生体であるγ-.見仕

付輔 ど臭気がなく,同県性体の純粋た近い陪乗品で

あるIlin'dane を脚 け れば果実や ジャガイモで(.i
臭気のI湧抱 矧すられる､ことが多く報告され てい.ち

(RoLnJil;n,1脚 ';SyrTTand Ev.̂NS?N,1049三
L:RTFFrTTIR,RT･;tTZI.lndOI月l･:N,lr)JT=0,Rot)nT(1tlTTZ

ar:dGbtJl.I),10.,I,0)｡ただ JmCの糾拓く米からLin二

IrlaherQ)ような市純度の雑品を得るには妨維な工程を

封するので.二軸 tの怖掛蛸 蹄し,廟 にこの河から佐

川が潮的される不利由 ;ある｡それゆ え郡 価 では

Lihdaneほど純蛇の拓く心 ､n叩 判瓢 こよってや
実HLl二道支えない碍度に,･臭気の附着や企妹に及ぼす

儲 彫師をPnl避川来ないかどうかを検討L-{見ろ必要が
ある｡

このような見地から,試着-封土桁湘蜜のgi.･るBHC

原末から判遺した水和剤をダイズ及び歎柾の読菜筋に

撒如tiで,利耶部分に対する臭気のLJ潜や食味に及ぼ

す影印を洗って見たので.以下にその結果を報告した

い○

この研究に供試した .BIIC 水和剤は東韮合成化学

一株式会社矧l口二物研究課に放て.とくにこの許軟のた

めに劉駈L.て捉供されたもので′ぁる｡稲をWiめるに当

た,lJ･叩 果長捌 即 眠 b'6押 収を敵対する0
2. だ故の概算

この舛級では.liHC を水和JP)として佐川した｡仇

粥水和矧iDtiC の机l/7状 にあるbli長を除くとと4,

､･に γ抑JJ林の刑 Jmを朽めるためペソ七 y とメタ′

-ルを仲川して柚!ftL,γ昏丹和訳を 45-50% に指

あた:P･約52TE.I(朱から,F･'J様の拙作を嘩返して γ態の

*現准良作省放-n按循呼死所病理見虫部勤務

＼

1

合有丑を 60,65,′80,95% に謂めたfTJ'粥TL;(末から湘

治したもので,ベ ントナイ1･,タールタ,及び純脚ヒ肌

を加えて況和し.γ岱分有fltを10,00/としたものである.

供粥作物に加佐敬抗と,してダイズ,琴菜mとして-

クサイ及びタイサイ,脚 郡としてダイ'占ソ及び-㍗

Y I.を選び.iBIICはいずれに対しても壁弧 こtlyIJ'し

たo雑賓郡としてダイズを17_erl!したのは._こ?作物が

萱黙潤にうけるカメL･S,桝の加nflを,BflC存1の撒和

によってかなF)批 伽勺にyJ･JI二川来ろものの,.･千宍こは

ruiCの異見が印るため究･mのIJt:JTlに即...まがあもので,

この間過の附決に王等さうとしたもの7:Iあるo#…菜軌ま
埜矧 こ放和した mIC 岳招く鞘を利FIJする均分にどの

桂皮に臭気を試し,企味を臼するかを検するためのも

のであり,81日mtlI(ま灘:掛こ槻和した mId が相 手移

行して臭気を如し 城 土允味をほ'･するか7tかを放十･も
ためのも●のであ?た｡

供試したダイズは晩y三相のヨ;錦で.γ倣丹南沌 91-7.

65,及び-50.3% にrE'jlAn2したTi;(-Rから矧Etした水和熱

j5,ら γ嘩 0.JI3%′懸耶液を訂!･潤 し;開花が終って苑

が平均 1cm前後に仰F<したlTIHrJI(9月17日),二英の

伸長の中期ないし--(･実の肥大の初,RJl.(.9月22日),L,,及

び1･実の肥大の中期 (10月1日)と合計3r軌 毎回反

当1石の割合で,一之を璽英に撒布した｡党熟した子実

は10月31日に収摸 し.12月19日に釣って試食L mT

CのP泊 の.布施と食味の氾fBを判rjBした｡

説釆肌 もいずれも9Jl15日に捕fqiLtrll-iに恥じて

管理し,γ懸命'ifl180,.60及び 46,Qiに桁期したELI･:

未から朝浩した水和剤から作った γ.QB0.03%.懸雨

滴を11月231】皮むき28日の2阿.在阿反当ITI'の･J.河合で

撒布したOそして､ぞイサイは妨2回撒桁7日琴,人L,/

サイは16日後/ダイコγは8H後,ニyジyほ2相 後

に収堆 して..利用部分･をよく沈粧した後ゆでて試企に

供し.7mAq の臭気の有無畢び食味の優劣を判E'ji!したo

･′ 3. 結 果

'_(I) ダイズ 収穫したIT一発をフライパンでい().

よく冷えてから2け人で純 礼 た｡耗食者を BHt･?

臭気を埠じ中老'(+)･見気の有無を判胤 快 なか?た
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Tablel･JudgingoL-theぬvour占ontaminationiやSOybeangwlliehleeeivedthespray-

ingofl】IiCwatersuspensionsprepare_ifromwettablepowdersofdifferentpuri丘cations･

N.a.** しindicatesthatthe.丘gureissignificantatthelevel･ofl% ofriskoverhalfof

the･per苧On主whowereez7gagedinJhldging･
戟 (土)及び臭気を感じなかった者 (-).に分つと.

妨L炎に'Td.･二相 lくにな.る0 , .

約1衣 によもと,無機桁ダーイズほ勿論であるが,

U'-;%糊 水和剤を馴 1･LJrlダイx･も,.BHC-の臭気を

感じた者IItきわめで少かったOこれに反して65%及び ､

.-･o:3%的朝水和剤を撤和したダイズでは半数に近い軌 r

･Jt者が BliC ▲の臭気を感 じている∴ ､封,-.･J炎の絶恥 .

払 田夫の東方の2相 こ示すように,臭気の-ll-無坤

tjii山楽なかT3'た試食者を臭気を感じた-H食者か,或は

逆に之を感じなかった試食者と分すると,試食者は臭

気を嘘じた者と.感じなかった者に2分されるので,

判Ljt紙火が統計的にtJf怒であるか否かを2才扮布掩率■

純酬 い で検r起するこ･とが出来るようにな右｡それで

い-3見気のTJ一触を判G!Lu窄な亘った試食者を臭気卑;あ ･

ると判<Btfた者.即ち臭気の存在を陪しく判完!したと

する't.州別了ダイx'+では臭気を感じなかった者が1声

名となつF=が,これでは統計的には卑陵率 a=0･03

に放て.臭気を感じなかった者の方が多かったとは言

.い切れなカ{つた｡LかLp.-,,Oi将却水和剤撒布ダイ夏で

は臭気を感じなかった者は15名あb,危険率.a〒0･01I
に放て臭気を感じなかった者の方が多かったと言える｡

61%的測水和剤tEMJ'ダイズでは最先を感じた者が1･咽

となつ[=が,これも危険率.LZF0･05に於て祈意ではな

かったoLかし･50･3%朽刻水和剤機軸〆イズでは臭琴

があると判起した勧 ;L昭 とな,り,億 険垂a.=0.01に
於七.臭気を感じた者が多かったと言える｡

次に臭気の有無を判Lji油 来なかった試食者を臭気が

ないと判定した試食者に合すると,すなわち臭気の存 .A

在を甘く判'Rすると.,触倣布ダイ女孝び95%桔褒水和

一割嘩布ダイズでは最知 ;ないと判定した試食者がそれ '

ぞれ19rJ及び1輔 となり, 危険率 0-0.01に於で,

軍 を感じなかった者が多かったと貰えるoLかし65I

･ni桁捌 脚 剖撒布ダイズでは･真如 ;ないと判tBした _I

翠 :L2伽 軌 や 険率 話 中'3':蛾 ても鼻秘 感

7f; ノ

じLiからた者が多いとは言えなくな.I),さらに60･:J,03
桁裂水和割切布〆イズ七は臭気がある上判EtBした者は･

1･,I,Y,に耐L L7-0･'oLに於で臭気がある阜判出した磐

が多かったと冨える｡

I血 .を智するに.I3.HC､の臭残り有鎌を縦 坤氷な■

'かった訊企者を臭気があると判EBした者としても.､包Q
は臭気がないと判定した者としても∴95%fFJJ製水和剤

撤解ダイズは a--0.01に於て臭気がないと判泣した .

者が多く,逆に 50.3% 騎製水和凱版布ダイズはFT-'Jじ

危険率で臭気があると判LJEした者が多かつたと甘うこ

とが出来る｡すなわち BHt 院末の析軸比が托まろ .

に句 して,BflC･の見知 :-ダ1ガに殴る帆''11があった -

と考えることが出来る｡ 一_

Fig･1･TestofsjgniGcanceintheditrcrcncc.
ofth占ratio.of.detected totlndetcclcd

-1perSO由ofBHCflavour′insoybeansthc'
aerialpart､ofwhichwassprayedlVilll

･BHC､iatersuspensions:ofdifferentpuri丘･
ムtions･A･isthe･甲STeWhenuncertain
-PersonswereincludedtodetectedpJcrsons
andTitotlndetectedpersons.A

indicatesthatthedifferenceis
significahtatth占levellessthan1,0.,oL

Tiskand= atthe-1ev-ellessthan5% risk
-betweenconnectedtwotreatments..

次に nllt撒和ダイズと撫撒布ダイ耳のtEjJで.漢

た撒布ダイズでは水和剤駅未の桁灘蛇が光るにつれて.

nH亘 の臭気を樹 帆 た純金者数に統計的に1.･Eは丑

があるか否かを等丈2分刻み こ弛じて.x2一枚･ji3tこよ

って砥めて見た;その結射 主筋1回に茄すようで,具

気の有無を判tだ出来なかづた試食者を一応長和 ;ちろ
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と判EJ起した軸こ介すると.加胤lIfダイ'Iとひ1%又は65

%揃胡水和剤1,'Fr-hTF'ィ,･/IとのrTりでは'JJl:-CurTziYiがあった

と考えられなかったが.(準'WJ'･刑水和剤馴 iFTィ.ガは

!J･-･9紺 野苫水和m.紬 ダイ '̂よ[)も0･U3以下-'D危険率で,

･ またL')0.3,Q.'耶In水和脚放hJ'〆イガは何機和ダイズ及び r

!J3%rr7判水和剤唱和fイオよりもO.01以下の危険率

･ で.TIT_IC の臭気を検111した者の割合が多かったと甘

与ことができるqL臭気の葡輔を判意出来なかった者を

I･.BS如 ;Lj:tt.と判定した者に合すると-,無機布ダイズと-

!75%叉は659i括判水和剤頓布〆JTj.'とでは a亡0.05pI

一 に放て,臭気を故山した人数の割合に有意な差があっ -

たとは考え舞かった那 ,与0･3%階392水和剤撒布ダイズ

は封切布ダイズ及び93%朽湘水和剤撒布5'ィガよりも.

0.01以下の危険率で,BHCの臭気を故山した著云;多

かったと言 うことがu来る｡すlt3:i;ち95%柄製水和剤 ■,,

挽角げ イオは無撒布ダイ7.'と昌男がなかったと言うこ

て ~車がLl採 る｡

ノ 舶後It=4種のF:イガについて食味の耶位を各試金老 ･-

が判駐した結二貼ま∴妨2=R･に戻すようである｡抑i71

･が企味方之もよく,4が崩も悪いことをTJ';す｡ , ,

,√これによるtlO人七判定した食味附加 )合計他ま鰍

撒由ダイズが33でJrl<-も小さく.～､9L3%桁朝水和剤撤和4-

那 17.班

イ7.'ヵ;47,65,09'FlJ'JH水和剤切れ)-1イR'が 53,5U･3%

桁潮水和親頓巾{イズが 67で,阿部度の怖い水和剤
を撒布したダイズほど鬼妹は解る陶向があった｡いま

このIlnfl'1-･の判定結光が嘩然なも甲でなく.酪 十が)tこ見
て'JJ一意なものであるかどうかを脚 立の検定方法 (増山.

1930,Pi)(ト9.3)にしたがって吟兆して見たところ,危

険率 0--0.01 に於てこの判悦郎nl.lま11志であったO

(2) タイサイ _lIJ123H及び28【】に 80,60.及

び46%招'-n水和剤から嗣犯した Y恐0.0'),oo'液を撒けJ'

したをィ.Tイを11月4日に収越し.WT水で充分に洗っ

た後にゆで,BHC の臭気が感ぜられるか否かを放 し.

さらにそのま 食ゝべて灸味の職位を記録 した｡それら

あ拙文をダイズに鵠じて来示すると:~筋3,4式のよう

である｡また節3炎に示した純米について, BHC を

撹布したものと馴 iLなあ､つたもの.撒布したもやあ

関では原末の栢潮腔によって判'R納朋に才J旧 の差があ

るか否かを放したとこ7)は軒別?.=iJ'.･すようである｡ 一

節3誠に,1前した柿fl王について.長句の-JJ'無を判定HI一
来なかった粥先着を炎もは;あると判定三した者と介する･

と,I60,00'及び胡,QQ'FLll胡水和剤を轍和したダイサイは号

aLぞれ危険率 a=p･OL-T.及び 0･0,1に於で,炎知を感

_i:.J･=勅 ;争かったと{汀えるが･gO%精製水和如 別,･

'Table2, Fudging oftasteofsoyhean･Ⅳhichreceiycdthe .<pJl.lying ofl汀IC water＼
suspensionspreparedfrom WettablepowdersofdifferentpurはCations･

冒.gnr:…notL.!.jyr_iiGsc.aiieo,?.

Tasterankirigdetern血 cdbylndivJdu.llperson.

1■2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll12 13 14 1-) (り一
皿

.
8Lhr

7161

9L3,4.I

65,%'､ ∴ ､

60.3%

ClleCk

(Unsprayeg)--
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3

4

1
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1

3

ウ
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4
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1
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2

1

1

3

4
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4

2

4

3
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2

3

4

1

3

1
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りT
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3

2

4

3

1

4

2
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3

3

り一
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ウ
一
4

1

3
1

4

2 3 1 1 2L-1

47

53

67

33

3

2

4

1

2

3
.4
l

t▲

Table 3. Judgingofthe鮎vour_cLn-tarninatiohi'n'Taisaileaveswhiとh'reeeived●the

spraylngOf13HCwatersuspensionsprep年redfrbmwettablepowders0-idiLrerentpuri信一
catiol】S.

N.rL * 井 and半indicatethatthe丘guresaresignificantatthelevelof1and trlpercent

orriskol･占r'hnlfofthepersonswhowereenga只.Cdinjudging:

/ ●
77
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したタJlF･イほいず埠 も言えない{無機布ダイ中
_は勿論危険率L7=0.01に於て,臭気を感じなかった試

先者が多かつホ また臭気の有無を判定山来なかった

試食者を臭気がない.と判定した者と合する′と,･無機柘

_タイ■サイは危険率JLi-Q..Ol.に於で,80%及び46%精

_製水和親切布タイサイは危険率 ムヒ0.0513於で.そ､

れぞ読臭気を感じなかつ適 が多かつたと富里 t'が

山来る｡さらt.こ節2図によって無撒布タイサイと撒布

タイサイとの問,撒布タイサイでは IiIIC-の特製度

FJ'岳.2･ Testofsignificanceintheditrer-
enceofthefatioofdetectedl上o-unde-

tecteq､personsofr3HCLlavour､inTaisai
leavesISPrayCdlyithBHCWatersuspcnT

sionsofdiLrere'ntpprlfieations･4is_the
caselyhlelluncertainpersonswereincludr
tld todetectedpersonsal】dB/totlnde･
lectedpersons･

indicatesthatthe,diLrerenceigヽ
significantatthe level.lessthan6%L:
ofriskand- isinsignificantbh.ve?,n
conrh-ected tlVO～treatments.

学 L･終 ･]7 洗 ニー
I

によって,Ⅰ汀LCの臭気を検出した人数の割合に統計

.:的に7f志な選があるかどうかを換すると.概ね有意の

益を認めることが出来-t',性に臭気の棚 暁を判定出来

なかった-'捕食者を臭気があると判t起した者としたとき,

価.撒 布タイサイ､t'60%革製水和剤散布ダイサイとの由

に有意な古巣を認やたにすぎなさ､o /
'第4表によると∴食味判定の結米は無散布 ダイ.サイ′
の食味が最も艮く;華製度の低い水和剤を粗布したダ

イサイほど良味が劣る幌向が競われる｡この結果につ

･い七Ilm位の検定を行ったところによると,この暇位は

危険率 a占0.01･に放て和意なもの■であった｡

(3) ハク号り pSo,6汲 び46孝和 水和即 ､ら開/
戦した y一倍 0.03%液を11月23日及び2軸 にそ●れぞ

'l九年当1万1'の割合で撒和したハクサイを約2回馴 i16

･~臼後に収超し/充分洗ってから水煮して拭克しわIZC

I,ヂ嘆 気の榊 級 び急病 敏した結果は姉 6抑 こ刑 `
′ようであった｡J

約5式に示したように>BHCの臭気のLj漁色を判LB

111来なかった-H食者を英気があると判定した者と合す

ると,BilCを撒布した-クサイ(.I,撒布した 13LIC
の精製程度の如何に拘らず.危険率 a-0.01に放て

･,るoLトかし臭気の存否を判定山寒なかった者を炎如 ;

' ないと判記した者と令すると;mIFを放佃したどの

TableS. Judgingof.theぬvourcontaminati叩 inChinesecabbageleaveswhichreceiv-
edthespraylngOfliHCwatersuspensionsprepared fiom ふettablepowdersof-diLrercr)I
l一urincations･∫

N.B.1*.is′thesameasintabie3.
ソ

､ヽ′
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Table6. Ju(†gingoftasteofC,hinesもcabbageleaveswhichreceiv'edthesprayingoE
luZCwatersuspen3ionspreparedfrom wettab】epowdersofdifferentpuriGcationS･

Table7･ JudgingoftheLlavdur'LCOntaminationinDaikon､･roLolwhi.chrcce1､･cd･the
spraylngOfIIHCwatersuspensionpreparedfromwQttablepowdersofdifferentpuriGta･
lions.

N.刀.′**ノand* arethesameasintable3.

Table8･rJudgingofr)aikdnrootwhichTeeeivcdthesprayingofNI〔 watersuspeヮー
sionspreparedイrbm wettablepowdersofdi･LrercntpuriGcation5･

-クサイも臭気を感じた者が多かったとは言えなくな､- ＼

る｡一万 13HC を撒布Lなかった-クサイは臭気の

'ィ毎 を判L,Et出来なかった試食者をどのように扱っても.

.危険率 a-O.01に於で臭気を感じなかった者が多か

ったと冒える｡

･なおこれらの-クサイについて,lHICの兵範を感

じた人敬と感じなかった人数との判糾こ,統計的に'JJ'■

恋なziilltがあるかどうかを放･jZした枯光は約3由に示す

ようで.･典先のIJJ-無を判疋Lu来なかった訳先君を臭気

があると判r起した者と合しても,域は臭気がないと判

放した･Eと合しても撤朴 ､クアイは鮒緋 -クサイよ
E)もa-0.05以下の危険率で./BHCの臭気を感じ一
た者が多かったと冒える･.,-.-･-I

兎昧判EjEの結凪主節6式に示すようで,BHC撒布 ●l

5 第 :- 冗

Fig･j･TestofsigniGean亡eZnth'ediErcr-
ent:coftheratioofdetectedtoutldetccted

personsoLlmCflavourinChineseFab-
bagelcaヽ･essprayed with BHC water-
suspenstonsofditrerentpuriGcatiLonsL..A:.
isth占easewhenuncertain-personswらfe
jhclu'dedflo.detectedpersonsand llto

tlndetectedpersonsT
indic'atesthatt-hedifferenceis

signi丘cantitthelevellessthan1.形
･andこ- atthelevellessthan5%ofrisk

betwcenconQeCtedtwotreatments.∫

/ ･ 79-
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-クサイ●の倉妹は無敵か !_クすィに比校してかなり-'劣

る似向が認められたが,_Lかし.Lの職位の有意性を検'

'iEしわところ等 ま.TLl険率 .a-0･05 では有意である
とは言えなかった｡

lヽ
-′(4) ダイコン･uj]23El及び2紬 の2臥 やはり

80;60,463∠措饗水和剤から調製した γ一態 0･05%

液を輩脚こ撒布し,妨2匝臓布8日後に収摸したoこダ

イコγは収穫してからよく洗い,輸切t)'としてゆで,

L5人の試食者によって革具の有無と食味とを検した0

号の嶺架は節7,8表に示すようであるo I

'約7炎によると,13HC_の臭気の有無を判定出来な､

かった拭Ii者を昆気があると判定した者と合すると.

触敬和及び 80% 括-製水和剤撒布5'ィ'コyは危険率

a--O･03.に於で,Dlicの臭気郎恥 ､_t判定した者が

多かったと考えることが出来たが;60,00)及び胡%措親

水和剤を撒布Lが イコンで;まそう止膏えなかうたO:
しかし臭気ゐ有無を判定出来なかった試食考を臭気が

ないと判定した者に合すると,どの特製度の BliC 一

を放和し.ttF'ィ-コ ソも危険率 ?--0･01七於て∴J.1!IC
の央L̂を感じなかった者の方が多からたと言える｡

またそれぞれのダイア ンの閑で,llHCの臭気を感･

じた人奴と感じなかった人数の割合に-iJ-忠益があるか

どうかを調べた砧恥ま妨4図に示すようで,B‖C?
l'臭Lj芯の概 を決められなからノた試金者を臭気を感じた

人数に介しても,蚊柱感じなかった人数に合しても,

いず4Lのわ ?:yの脚 こも有意なA:はなからtI｡:‥

学 界 事7班

･先妹判とitの姑尖では,14.6,ot鰐製水和剤を敏和したも

J のの食味が耶劣った｡他には日畢つた益弛まなかった｡

- またこの結射 こつlTて職位の和意性を検正した祇A!こ

の'l胴位は危険率 a=OT05 に於では1J-恋であるとは'=J

えなかったO

一･Fig･4･ Test･ofsigni丘canceinthe･dlLre-A

rBnddoftheratioof･detectqdtPunde-

_ tected'personsofliHCflaもourJinDaikon

roottheaerialpartofwhichwasspray-.

edwithBHC Waters'uspension等Ofdif-

'了erentpu!瀬cations･Aisthe･Casewhen
uncertainpersonswerさinclude(!.todetect-

edpersonsandI日otlndetectedpersons･
⊥ indicates that the difference is

sigt)ificantーatth占Icvel~of5形 oErisk
betweerEconnecte-dtwotr申tmentS.

(5) ニンジン 二･/≠yには11月23日及び2紬 の

2即 .05%液を輩射 こ撒布し,_窮皇国撒布23E]後に収

穫した｡.収穫物は充分洗ってカ,_ら斜切りとしてゆで.

ゆで上つや怒後と冷えてから後に 甲IC の矢先の-Jf

･無を検し,さら-1=試食して食塊の1)朗位を判r起した｡そ

の結射 ま節9,10,11式に示す如くである｡
f

l

Table9･ 少dgingof8avourcontaminatioh･i申千千rrottJheaerialノpartcLwhichrccpiv

-IedtheipraylngOfllHCwatersuspensions:prepared'from wettablepowdersof′diLrcrcnt
ApuriGca'tions/(1)Just-aftertheboiling･

Table10..Ditto.(2)Whentheboiledcarrく;theeamecool占d.

N､B.羊米占nd孝aretheLsameasintable3.･

- 80

1
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･'r 如 blell.･Jddgingofta如占ofliol･ledcarrotthea･crial･p･art:占f･･t･vhichrit･C･fl,td-the
′ spray王ngofllIICIVatCrSuSpenSionspreparedfrom wettable-powders.dfdifferent'lburト

' (lCations.･

Deg zvcofp urifica-
tion (Contentofγ-
isomer).

Tasterankingdetermihedb少individlTalperson

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11.･

Fig.S.Testof~significaneeinthediffe･
renceoftheratioofdctcctとdtoundetect-

ニedpersonsoLI3H.FRavour'incarrotthe
aerialpartofwhichw号S･SPrayed lVith
IlHCwaterstlspensionsofdifferentpurl-

,点Cations.A isth､ecasewhenboiledcar-

rot-､YaS-te3tedjustafterboilingand ･
-.Iuncertainpersonswereinclt】dedtodete-

1 .Ctedpersons;riistlleCaselVhenboiled
carrotwa貞.tastedjustafterboiling-and

･llneertainpersonslVereinellIdedtoTundc- ･
-tectedfIersons.whileCandD we_rethe

J aSeSIVhenboiledcarrotlVaSteStedafter
itwasCooledandllnC_erta王nFerSbnsWere
rincludedtodetectedorllndetectedpersgnS

'∵respeetivc,ly･

約 9,10式に示した結果について,無撒布主ソジ･/

撒布ニソ≠I,及 び撒布ニy :iZンJでは異った階矧空の

問で,13HCゐ臭気を故山した者と枚LuLなかった者

との割合に有志な益があるか不かを放した柿風土弥5
回のようである｡

これらの納月王によると,8O,〟.'fT3琴芝水和剤を撒布した

ニ y ジ./tも ゆで_l･.げたm後でもTlHCの臭気を感じ

なあ､つた労相;多かったと訂えたが.46,',0,桁胡水和剤を

撒布したもの●亡は-Jn<免を感じた磐が多かった｡またゆ

でたnl後には60,cc'及び46,Qb桁叫水和刷版布ニ ンジソは

無倣和ニyジンよりもそれぞれ危険率L7-U･U3及びO･Ol

に於てまた46%椛知水和卯抑 二･/+}yは80%的郊水

和剤放和ニYジ./よEJも危険率O-OOjに於て.･miC

の臭気を感じた者の割合が多かったと言えるoLかし

これらの差鼎は冷えた後にIは認められなくなった｡ごま

tた冷えた彼の企附 まいずれも大差重く,,第Ll表に表し

た瑞光について噸位の布忠性を検定したととろで(羊,

･このlm位は危険率 a-0･013に放ては有意でなかったo

S.綜 括 `

, 党熱期にあるダイズ.収柁榊 ､ら7-23日脚 こある

ダイサイ,-クサイ,ダイコy及び三./ジゾの婆英に'

･粒々の程脚 こ朽狽してL.･V分的に脱具した Dは_C 院刑

か ら刊近しや水和剤敬を相川･'Lた∴有れぞれの利m部

分である子突,非及び机に 7mC に特利.な臭気がつ く

･かどうふ ,またそれによって允妹が劣るかどうかを放

した｡その枯取によると.いずれの作物でもnHC原

剤の捕料畔が捕まるにつれて,BHCの臭気が付着し

を,ダイコン及びこ./ジ./では80%桔梨水和剤を撒和

.Lたものは.Q馴 了のものと.兵矧 _=ついては差如 認

め難かつた｡非を企相 手供する-クサイとダイサイで

は,前者は80%肺炎水和剤を撒布しても臭気が拭った

阜考k:られるが,-後者で特異気が摂っていたとは考え

一難かつ長｡

篭射 こ撒布された BrICikSJfqir]体よ')も千夷や-4･'･

取に対しては臭気を付け好いであろうと想像されるが･

それでもm野晒 の代いmICでは消炎の危険があり-

′これら申新兵をさけるためには,.γ増 の糾 tfLは 80-
I,95%に高めた椛測J.7.を仙TTJする必野があるように考え■

られ予｡某を抑 け る非業規は-ク､サイの例から増え
てこ眉拓袈度の掛 ､ものを仕切する必財があるように

増えられる｡~

nlIC を撒布すさと,いわゆる食味が暫され,〆イ

ガ. タイサイ及び-クサイでは80-95%に朽製した水

和親を用いても,Q撒布に比較すれば食味は劣る怖向が

認められた｡したがって食妹の托下を帆 ヒするに~は前

苑を防ぐ以上に一郎の朽判化が要求されよう｡
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Inthepresentpaper,resultsofsomeexperト

mentsonthefhvotlrandtastecontanlinitions

bythesprayingOEBHCtosoybean, leaves

oETaisaiandChinesecabbageandtoroots

ofDaikonandCarrottogf:therwiththeirrelal.

lionstothedegreeofI)uri丘Cationofapplied

rHIC IYerereported. Watersuspension,0.05

･percentingammacoヮtenta.nd.prepared itom

10p号rCent･.Wettablqtpowderswhichwere､中ade

fro.mpurifiedrdaterialsofJ46･3,50･3,60I80anld

95perc甲tingamTla､contentJIWチSJSpray?d-to･ -

､theaerialpartojIVege.tablestwiぐe､duridgthe､

period7to23~daysbeforehar､やst●and.tothat

oftsoryi)eahcropthf占eJtitde{duringtheriperI-

ingperiod･:/ I

Itwasclarifiedthathigherptlri丘cation'oL

BHCtendstoreducetheint.ensity10faavourI
coヮtaminationwithallerops･Sofar,astheRa-

vour＼iseoncernedlhardlyanydifferencewas

detectedbetweenunsprayed'soybeanand that

亡SPrayed･with 95-percentpuri丘ed lm C,and

alsobetweenunsprayedDaikonandcarrotand

thosesprayedwith80-percentplt7riLied13IIC･■

Althoughthe.AavourofBHClyaSimpartedto

thel占avcsofChinesecal'bagFet-Tenbythe､spray-

ingoL80percentpurifiedl3HC･nJ),･eOntamina-I ､､

tiontvasdetectedinthelea､,es6fTaisaiwhich

receivedthesamespraylng･ItissuggestedthatL

purificationof'BHC over80.i?95pFrCentin･

gammacontentisnとcessa,ry for･perfectclimi-■'
nationof8avburcbr)taminat'ion.Sprayュr)a Of

wasfound toitiduce some oLr-quality and

gene_ral′tastcw甲 inferiorwithsoybean,leaves･

oE Taisaiand ChineseGal)lJage than lVjtll 1

those●tinspraycdcrops.

SttldiesonSynergJ.stfor∫nsect)'cidesVII･_On theSynergistid-Action.of 玉gonol

wi ckPyrethrins･inIIust･HiromichiMATSUnAn̂ (Dept･ofJlgr/Ch占m･･,FattJltyofノ1

ĝr･iGifu.University)Receiv申 Aulg･14,19吉,2･̀BoLy･Lや gahlL17,甲,1952･ (Trit-.It二
l･:nglishrisumi85).

15.､農薬の共力対に関する研究 (第 7朝)

⊥ルの共力赦黒 に叔て 赦原弘道 (晩早大学

習掛''は光に除虫rd'g'石鹸液及び蚊取線香 に於t-.

cgonolが pアrcthrins七対 し典力効果を示す軒を報 ､

JE-LT=が･卿 こ各種使用形態に放ける共力効果を知る

為に研究を進め,talc､を媒剤とする粉剤に於てegonol

及び egondlconcentr禦Cがpyreth･i.nslこ対庚 力
劫火を示すのを観察し.1更に egonolの pyTethrins＼

に対する火力劫梨を独力な合成及び天然共力剤である ､

l'iperonylbutotFi叶 .(pip･but･)′及び piperミnF

の六九 年の比較する軸 ;出来なので此肇に肇告する■｡,

.采 '･･二′ 鹸 ･

I82 ノ

粉剤にわけるピレT･1)ンに対するエゴ ′

農学部 農芸化学教室) 27.8.14受理

ヽ
Ⅰ. 供 就 籍 剤

(a) 除虫菊粉 市販あ除虫A･粉を 200hiesh の

筒を通過せしめたもので,ー共の pyrethrins一を水銀還

元法によt)定温したところ, pyre_thrins1 0.43%

_pyret.hrinII 0.4920'totalpyrethrins0.02%.

であった｡

(b).egonolェゴ氾不胎化物から分縦桁期したも

ので mp117.0-118.00であるo

(C) egenolcon-ceLltrateは著者 2̀'が先にエゴ的
の分子議潔に際し得た溜分でcgonplの食道は28･31%

′＼
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